
　お元気ですか。５回目の日本訪問になります。

シェパンスキーと申します。日本は大好きです。

食べ物もとても美味しいです。寿司、特に美味し

いですね。スウェーデンでは、アウトドア教育研

究所の所長として４０００人の幼稚園の先生を

指導しています。教育については、教育関係の指

導者として、多くの活動に参加しています。特に、

健康教育、さらにアウトドア教育も指導していま

す。今日は、そのことについてプレゼンテーショ

ンをします。

　スウェーデンのリンショーピン大学では、コー

ス登録すれば、どんな先生も、どこの大学であろ

うと、どのような学生でも、アウトドア環境教育

プログラムを受講することができます。スウェー

デンでは非常に人気のあるコースです。リンショ

ーピン大学では修士課程のコースもあります。博

士課程もあります。ベトナム、カナダ、ドイツ、

中国、いろいろな国からきている大学生がいます。

いろいろな大学、世界中の大学と連携する準備を

進めています。特に、日本では、東海大以外にも、

連携大学をもっと増やしたいと考えています。今

回はそのことを含めて、この場に来ました。５月

には、中国の上海で行われるエキスポに行くつも

りです。また、機会があれば、日本を訪問します

ので、その時に逢いましょう。

　今現在、大学のウェブサイトには、英語の情報

が掲載されています。大学には博士課程がありま

すので、もし英語を読める学生がいれば、ぜひ見

てください。博士の学位をもつ先生たちがこのプ

ログラムに参加して教えています。新しいプログ

ラムですので、ぜひ見てください。さらに、気軽

にＥメールしてください。特に日本の文化、自然

環境、さらに歴史について、すごくアウトドア教

育に関係があると考えています。つまり・・その

可能性が極めて高いと思います。ぜひ、英語でも
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日本語でも教えてください。

　今はもちろん、葉っぱが紅葉している時期にな

りますが、自然環境の豊かな場所に行くと、スト

レスや不安が減るという研究があります。そのこ

とは、よく知られた事実です。東京やストックホ

ルムのような大都市に行くと、つまり、コンク

リートで囲まれたような場所に行くと、ストレス

がかかるので、できるだけ自然の豊かな場所に行

くようにしてください。さらに、日本が世界に誇

れるところは、日本の食べ物です。それらは、世

界中で有名で、美味しいですよね。いつも何を食

べているか、ということは、とても大事で、アメ

リカの食べ物をできるだけ食べないようにして下

さい。特に、ハンバーガーとかはよくないですね。

できるだけ、日本の和食を食べてください。

　食環境について、大事なことをもう少し付け加

えます。いま、スウェーデンでは、オベシティー・

ボーンズという若者の食べ物に関する問題があり

ますが、西浦先生にちょっと詳しく説明してもら

います。

　（西浦：オベシティーというのは肥満児です。

肥満児への食育を推進していて、今、企業も注目

しているのが、日本食をスウェーデンでも広めよ

うという取り組みがあります。一つは、さきほど

から出てきますけど寿司です。広くブームになっ
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たという話をされています。）

　今、スウェーデンの２歳～６歳まで幼児を対象

にした研究がありまして、骨の強さについて、食

べ物がどのくらい骨に吸収され、強くなるのか、

それを研究しています。その上で、やはりハンバ

ーガーなどを食べていることが、子どもの中では

問題になります。入院している子どもが増えてい

るのです。

　もし、社会問題が増えると、税金や国の予算も

増えますので、すごくお金の問題が大きくなりま

す。１９２０年から２００６年までの研究があり

ます。その結果は、アウトドア教育で、子どもが

運動することができれば、その問題、その骨の強

さの問題がなくなることになりますので、今日話

題にするアウトドア環境教育がすごく影響力があ

るのです。

　１９８０年頃、人は一年間で２０リットルの砂

糖を飲んでいました。今現在、毎年９０リットル

を飲んでいます。それは大きな問題なのです。

　幼稚園では、アウトドア教育のプログラムがあ

りまして、週に５時間から２５時間まで、みんな

野外で勉強します。そして、これらの子どもたち

の年間の欠席日数は７日ほどです。ということは、

野外で勉強すれば、もっと健康的になります。

　インドア、室内で勉強する生徒の中には、野外

に勉強しに行くのは週に５時間以下の者もいます。

その生徒の中には、毎年３９日欠席する者もいま

す。スウェーデンでは、子どもが野外で寝ること

もあります。マイナス１０度でも子どもは野外で

寝るのですよ。ですので、野外で寝たり遊んだり

することを今、研究中です。

　さて、形と色、とくに自然にある葉っぱとか湖

とか、その丸い形、自然の色があるもの、その

近くにいるとストレスが、（研究によって）減る。

それと集中力が上がる。とても確実な研究があり

ます。ということは、ランドスケープ、環境とい

うこと、町の環境、家を建てる、建物を建てるとか、

大学を作るとか、その形的に考えることがとても

大事になってきています。スウェーデン、スカン

ジナビアのデザインは世界中で有名なので、その

デザイナーたちがいま家、建物とか、どんな建物

が精神的によい影響を与えるのか、どんな家を建

てたほうがいいのかを検討しています。

　それと、ランドスケープは、アウトドア教育の

中ではキーワードになります。環境、これは外と

か内の環境だけではなく、個人の主観的なもので

す。自分の経験についていうと、環境とは、今

までどこで勉強したか、今までどこで経験したか

も含まれます。しかも、ソニー（という会社）は、

パナソニックとは違うし、みんなのやり方は違う

し、スウェーデンでのアウトドア環境教育でのラ

ンドスケープは、いつもどおりのランドスケープ、

辞書通りのランドスケープと考えないでください。

もうちょっと西浦さんにここで説明してもらいま

す。

　（西浦先生：今、話がありましたように、いろ

いろやり取りしていて、ランドスケープを電子辞

書等で直訳しようとすると日本語に当てはまるこ

とばはないようです。いまもシェパンスキー先生

がおっしゃっていたようにコグニティブマップと

か、人の中でいうと、そのメンタルマップだった

りとか、あるときはこういう風景だったり、いろ

いろな環境をデザインするという考え、環境デザ

インするということを念頭にランドスケープとい

う言葉を見ていただくと、この後でも出てきます

ので、非常に分かりやすくなるかと思います。）

　東京や東海地方に滞在しても、いい環境がない

わけではありません。数学とか普段通り勉強する

としましょう。野外でもよいし、コンクリートが

あって、湖のない所でも、どこか違う場所に行っ

て勉強しても全く構わない。ただ、一番大事なこ

とはアウトドア環境教育では、今までの教科書を

使ったり、先生のレクチャーを聞いたりすること

だけではないのです。プラスアルファとして、ア

ウトドア環境教育について、勉強することが一番

大事なことです。

　アウトドア環境教育を広い教室と呼んでいます。

なぜかというとハンド　オン、手を使いながら

勉強するからです。四つの点がありまして、まず

場所（プレイス）。どこで勉強するか、これは非
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常に大事です。次に、対象（オブジェクト）、何

を勉強するのか。たとえば、自然の中で、湖、木、

どのオブジェクトについて勉強するのか。場所

（プレイス）。対象（オブジェクト）の次は、方法

（ウェイ）。ボールを使うのか、ロープを使うのか、

どのようなグループなのか。次は、過程（プロセス）。

どのようにして勉強するのか。プレイス、オブジ

ェクト、ウェイ、プロセス、ですよね。もう一回、

プレイス、オブジェクト、ウェイ、プロセスです。

つまり、ヘルス（健康）、ヘッド（頭）、ハンド

（手）、心（ハート）、その四つ。この考え方がア

ウトドア環境教育で使われています。

　アウトドア環境教育の中で二つに分かれていま

す。一つは、振りかえり学習ということ、振りか

えり学習では、教科書を使ったり数学を勉強した

り、何を勉強するのかを生徒自身が考えます。こ

れについては、普段の授業の中で、十分に理解し

ているか、あるいは全く理解できていないか、の

判断をやっています。加えて、身体経験です。身

体経験は、野外で棒などを使った学びです。この

二つのことを実行すると、振りかえり学習だけや

るよりも成果が上がります。

　ピピという物語、ピピ　ロングストッキングの

物語をご存知ですか。もちろん、アウトドア環境

教育では、いろんな物語も使っています。しかも

この物語の中で、自然のことが大事にされていま

す。そういう物語を教科書として使ったり、野外

で使ったり、授業で使ったりします。それも非常

に大切です。

　（地図を指しながら）私は、ここで仕事をして

います。全部、私たちの教室です。これは生まれ

たところになります。ストックホルムです。

　もし、日本でアウトドア環境教育の先生になり

たいのであれば、仏教、神道の歴史を調べてみ

てください。また、自然環境とも関係が深いので、

ぜひそれらを研究して、野外活動で、それら学ん

だことを使って教えてみて下さい。それは非常に

可能性を秘めています。

　ムード・スケール（気分評価尺度）。自分のム

ードを測る尺度のことです。二つの授業があると

します。一つは伝統的授業で、もう一つは野外で

の授業です。普通の伝統的な授業を受けている生

徒たちを移動させて、１０日間、アウトドア環境

教育を体験させてみました。その後、結果を見て

みると、活動性と創造性、社会適応の評価が上が

り、とても良い結果になりました。西浦さんにも

うちょっと説明してもらいます。

　（西浦：この表のデータの見方ですが、社会適

応が１番、スクール１，２とあると思うのですが、

１のほうは２８と２７，５で変化なし。これがア

ウトドア教育ですね。アーバンと書いてあるほう

は、都会のほうなので、かなり都会の教室に入っ

ているとムードが下がるという、そうなってしま

うということを問題にしています。）

　（スライドの図を指しながら）アウトドア環境

教育が一番中心にあります。アウトドア環境教

育が、他のところとつながっています。野外活動、

環境教育、それから人と社会の発達につながって

います。

　環境教育は、場所、授業、野外の公園、湖の近

く、といったところで、つながっています。これ

らの場所だけでなく、どんなふうに自分の環境を

使っているか、水の再利用、どのようなエコ活動

を行っているか。それも環境と教育に含まれてい

ます。

　もうひとつ、ものすごく効果的なのは、人と社

会の発達です。研究がありまして、教室の生徒が

野外に移動すると、協力もコミュ二ケーションの

取り方も全部良くなりました。アウトドア環境教

育で、３つの重要なことは、野外活動、環境教育、

人と社会の発達です。人と社会の果たす役割、勉

強方法を工夫することが効果的です。

　人と自然の関係について、たくさんの本が出版

されています。買うことができますが、英語で書

いてあるかもしれません。でも、少しだけ眺めて

下さい。

　人と自然の関係について、できるだけ早く生徒

に教えることをしないとだめですね。先ほど紹介

した本は有名なアメリカ人の先生，ホービックが

書いた本です。ホービックがとても大事にしてい
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るのは自然のことです。自分でどうやって利用で

きるか、どうやって共感の関係を作れるか、自然

の果たす役割が大切になります。

　人の幸福感は、アウトドア環境教育とかなり関

係しています。もし、野外で勉強すれば、もっと

運動するようになるでしょうし、健康的になった

りするでしょうし、欠席することも減ってくるで

しょう。生徒の心と体がもっと良くなるので、も

っと上手に勉強できるようになる。それもアウト

ドア環境教育が関係しているのです。

　アウトドア環境教育が関係している環境衛生

（人が健康な生活を送るために、周囲の環境の保

全または改善をはかること）は、勉強できるとこ

ろ（場所）がないと野外に行かないわけですから、

野外で勉強するための環境を作るように努めなけ

ればなりません。つまり、人が環境を大切にしな

ければならないのです。アウトドア環境教育が影

響するのです。

　その環境衛生について見て行きましょう。今取

り出した本は、ヨーロッパの環境衛生を報告して

います。少しだけ紹介すると、他国の子どもたち

の状況が、どんな状況になっているかを簡単に調

べることができます。

　これは、どこで勉強することができるかについ

て書いてある本です。

　アースチャイルドという本があるのですが、い

ろんな人の名前を出したのでが、世界中で有名な

研究者が世界のアウトドア環境教育についての本

を出版していますね。かなりの人気になっている

ということは、教育的影響をかなり持っています。

この小さい本は私ともう一人が書いた本です。こ

れは、日本語で書いてありますから、（講演が）

終わったらぜひちょっと見てください。

　野外で勉強するのに比べて、教室内で勉強する

場合は、どんな結果になるか、どんな効果をもつ

かを示した表です。

　教育に関しては、遊びが一番大切です。それは、

子どもの年齢を考えることが大切です。もう一つ、

園庭（プレイグラウンド）です。外で遊べる場所

があるようでしたら、いろいろな形、色、水、土

とかを使って、子どもと一緒に遊びながら教えて

見て下さい。どのくらい好奇心をもつようになる

か、それを測ることができます。

　先ほどの本のスライドを見てください。脳の中

では、遊び、笑うところ、会話の場所があり、人

間の脳の中では、勉強する場所、知識を蓄える場

所、遊びの場所があります。今まで二つの脳が勉

強してきたんですが、どうやっておもしろい運動

になるのかとか、どうすれば笑えるのかとか遊び

になるのかとか、今までに勉強した場所と結びつ

けるのか、そういった研究はなされていないので

す。その場所こそが、アウトドア環境教育なので

す。どうやって結びつけるかなのです。

　（西浦：学際領域といって教育学とか保育、教

育心理だったり、いろいろな領域を併せ持ったも

のがアウトドア教育だともおっしゃっています。

先生の書かれたものがこれから日本語になります

から、後でぜひ読んでください。）

　自然と人の関係のことに基づいて書いてある論

文なのですが、２０００ほどレビューしています。

まずは、アウトドア環境教育は、定義についてみ

ていくと、まず大切なのは、やっぱり場所になり

ます。野外の場所をどうやって教室に移動するの

か。その逆に、どうやって教室での授業を野外に

移すのか。それが一番重要なことなのです。

　とても複雑なように思えるかもしれませんが、

これは学びの方法です。子どもが勉強することで

どんなことが行われるようになるのか、たとえば、

活動、挑戦、旅行、障害物など、どんな人もこれ

らが頭の中にあります。これをカギのロックのよ

うに書いています。これは外部環境、また、下に

書いてあるのが内部環境、それらが重要になるの

です。外部環境と内部環境をいかにうまく使うか

がアウトドア環境教育の重要な点なのです。

　（西浦先生：上を見ていただいて、ミリュウと

かいてあるんですが、環境ですね。なかなか出て

こないのですが、フランス語で環境です。外的環

境のところには場所と要素が書いてあり、その次、

人間だれしも感覚器官から情報を入れるので、セ

ンスと書いてあるんですよね。その次にでてくる
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のが感性にも非常に関係してくるところなんです

が、エモーションと書いてある、感情ですね。そ

ういったものが並んでいます。その次に感情から

上がってきて、どういう働きで処理するかという

と、知識、知性でもって考えるという作業が入っ

てきます。最後に、左側からずっと見ていって学

習のスタイルといったところの話につながってき

ます。）

　勉強の仕方はたくさんあって、人によって変わ

るんで、いろんな学校に行って授業を見ると、教

室の中だけで勉強すると全部のやり方、全部の生

徒の頭の中にあるものを働かせていない、つまり

十分に活動させられていないのです。これは問題

ですね。今日のアウトドア環境教育は、どうやっ

て活動させるか、いかにして全部を活動させるの

かを目的としているのです。

　もし、アウトドア環境教育の場合には、どうや

ってこの感情、センスのことを一番具体的な勉強

の仕方、知識とかをどうやって組み合わせするか、

それが一番大事なことですね。すごく基本的なも

のを、複雑なもの、具体的に、授業で必要な知識

に組み合わせ方法とかを、今、狙ってます。

　こっちは感性的なもので、パターン、色、形と

なります。もう一つの学びの部分は、ムード、メ

モリー、その感覚、味がすることとか、それもエ

モーショナル、それも感性的な部分に入っていま

す。

　もう一つの学びの部分は、生物学的な部分で

す。その代表的な部分、生態学とかも入っていま

す。最後に勉強すること、方法は、全部の学者の

頭にあるものは、文化、歴史、自分の国の歴史の

部分とか、方法論、神話とか、それも勉強する人

たち、生徒の頭の中にその問題があります。

　右のほうは表現、もし左のほうにある勉強する

こと全部を結びつけると、結果的に右側にある展

示とか、役割演技とか、もしそういうことを全部

すると、生徒の勉強になるため、全部の部分を活

動させることになるのです。

　これは、実は、まるに見えるのですが、実は螺

旋状になっていると考えてください。一つの段階

だけでなくて、次のステージ、さらに次のステー

ジへと上がっていくと考えてください。

　最初は、この一番上の部分です。これは経験学

習です。何かを経験することは、経験学習なんで

すね。まず経験学習して、右のほうに行って、振

りかえり学習をする。つまり、何かを経験して振

り返り学習します。下のほうは、経験を一般化し

ます。左のほうに行くと最後のところは経験を応

用します。

　普通の教科書を勉強するよりもアウトドア環境

教育のほうが楽しいですし、何より脳の活動が始

まりますよね。これは、ランドスケープによるの

です。今感じているのは、前より楽しくなってき

ていることでしょうか。

　このような形、四角とか三角とか、ロープを使

って作ってみて下さい。子どもと一緒に形を作っ

てみて下さい。ロープを使っても、数学の勉強に

なりますよね。ボールも形ですから、遊びながら、

数学の勉強にもなりますよね。

　もし、自然環境を見渡すと、木とか草とかを使

えますし、いろんな言葉も使えます。人間が作っ

たものだけではないのです。

　あと、ＡＢＣＤＥといった字もロープで作れま

すよね。漢字は複雑かもしれませんね。でも、簡

単な漢字、日とかならできますよね。

　それは、自分の環境、全部の環境、３Ｄで、平

らな環境だけでなく、手を使い、心で感じながら、

単語を使って、さっき言った通り、四つあるいは

五つ程度の単語を使いながら、勉強することがで

きますよね。

　エムツリー、これを見ますか。これは、エムツ

リーといって、緑の球なんですけども、これを

教科書で教えるのではなく、黒板に書いておいて、

エムツリーはどのぐらい大きいか、その大きさを

経験させるために、その箱を作る。あー、エムツ

リーってこんなものなんだと。これはアウトドア

環境教育の教え方になります。

　もっと複雑になるんですけれど、アウトドア環

境教育、プラスアルファということで見て行きま

しょう。たとえば、数学のインテグラルという形
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なんですが、これをまた生徒に教えてみましょう。

授業で教科書を使うことに加えて、これを顔のよ

うに指導してみるのです。すると、皆が、数学に

関しても興味を持つようになりはじめ、次第に理

解することもできるようになるのです。

　これは、伝統的な教科書を使った場合です。こ

れに新しいスタイルの教え方。これを組み合わせ

てみる。これは、左のほうの経験を応用すること

の例でした。

　なぜ、この四つの部分が勉強の仕方として大切

かというと、生徒がいろんな役割を与えられるか

らです。知識は、経験プラス、振りかえり学習か

ら作られるのです。だから、知識を得るために大

切なことは、経験だけでなくその振り返り学習に

もあるのです。その振り返り学習については、今、

水を倒して、失敗して、それに対して振り返り学

習する。これどういう意味か、これがよいか、わ

るいか。実は、この、彼のもらった、得た知識、

これをやっぱりしないほうが良いとか、これは良

くない、これは見えるか、今後のこれに対しての

教え方。

　教え方について。・・・ダイダクティック的と

いう言葉なんですけど、教え方について教えるこ

とは、先生が勉強することです。たとえば、先生

になりたいと思っている場合は、どこで、いつ、

なぜ、どのように教えるかを勉強する授業が大学

にいっぱいあります。これがダイタクテックとい

う意味。もう少し詳しく説明します。これは難し

い概念になります。

　（西浦先生：直訳するとダイタクテックとは教

訓的とかそういう意味ですが、実際、教科書とか

キーワードで調べてもらうと、メタ学習という言

われ方をします。学ぶことについての学習方法を

皆さん身につけていますよね。たとえば、テスト

勉強する時は一夜づけよりは一週間ぐらいかけて

勉強するほうがいいだろう。こういう、アウトド

ア環境教育で言うと、実際に、野外に出て経験を

積んで、振りかえることによって学習するほうが、

わかるようになる。そういうふうに自分で身につ

けているかと思います。そういう意味で教訓的と

かメタ学習とか言われ方をします。）

　これは、メタ学習についてなんですけれど、い

つ勉強したらよいか、なぜ勉強したらよいか、ど

うやって勉強したらよいか、何を勉強したらいい

か、メタ学習の四つのコンセプトですね。

　これは、自然の環境で、どうやって英語を勉強

するかという本です。

　数学などのアウトドア環境教育の本なんですけ

ど、いろんな学科では、アウトドア環境教育が人

気になっています。

　まず、生徒を成長させるために、三つのことが

大事になります。自己、他者そして環境です。こ

れらのバランスをとる必要があります。バランス

をとるということは、自己が常によくない状態

でいたら、他人、すなわち他の生徒もうまくリク

リエーションできなくなったり、自然についても

わからなくなったり、自然が好きでなくなったり、

自然の質が劣ってしまいますし、この三つのバラ

ンスをとるのが、アウトドア環境教育では、一番

重要になりますね。

　日本の場合は盆栽ですね。これは自然とつなが

る方法です。もちろん、授業でも使えるし、これ

もまた教え方の一つでないでしょうか。私は、盆

栽が大好きですよ。

　今までの流れですが、トン単位のたくさんの情

報、キロ単位の知識、ヘクト単位の知恵、グラ

ム単位の変化、それよりは少ない部分もあります。

今日、アウトドア環境教育の目的は、ヘクトの単

位の知恵を見つけることです。ヘクト単位の変化

を求めたいのです。つまり、アウトドア環境教育

をすると、変化が大きくなる。どのぐらい大きく

なるか、あるいは増えるのか。それはアウトドア

環境教育の目的なのです。

　つまり、全部の感覚、タッチ、フィーリングで

すね　全部の感覚を使いながら勉強すると変化の

部分が理解できる。

　目的について、これを勉強するために、やはり、

全身で臨むことが必要となります。これはアウト

ドア環境教育の目的で、一番理解してもらいたい

ところです。座って、見て、時々書いたりするの
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ではなく、体全体を使って、どうやってこれを成

功に導くのか、アウトドア環境に加えて、学校の

中で勉強する方法、その二つをコンバインするこ

とです。日本には伝統的なものも多いですし、歴

史も長くありますし、日本の教育にとても可能性

があります。その文化的なことを感じて、ロープ

で感じる、教えることとか、それを利用しながら

教えると、とても効果的なのです。良い結果にな

るという自信がありますから、これから教育につ

いて、もう少し話したいので、皆さん頑張って聞

いて下さい。

　（西浦先生：アンディシュ先生のご婦人で、ボ

エル先生で、プリスクールの先生をされていまし

て、数多くの経験を持たれています。今から話が

ありますが、６０数枚も写真をご用意していただ

いています。向こうのスウエーデンの森の幼稚園

の様子を今から見ていただきますので、・・よろ

しくお願いします。）

　ボエル・ジョンソンです。スウェーデンのプリ

スクールの先生です。

　写真は、自分のグループになります。１歳から

５歳までの子どもたちです。

　有名な運河、すぐ近くにある運河になりますが、

東から西までスウェーデンを横切るように流れて

います。

　自分のプリスクールです。すごく大きな庭があ

ります。今、子どもたちが出かけるところになり

ます。理解するためにすべてを使っています。

　プリスクールの園庭になりますが、その裏にあ

る、良く見えないですが、たもとにあるボートや

船に乗ることにも使えます。

　この庭の葉っぱを、食べるために、お茶を作る

ために、１歳から５歳までの子どもが使っていま

す。

　今言ったように、もし、正しく石、岩とかを使

うと、勉強のスピードが上がります。

　もちろん雨でも、遊びます。やっぱり、雨や水

が大切ですからそれらを利用します。

　どのぐらいの液体を容器に入れるか、算数で使

う量の勉強です。

　今、リクの体、全身を使いながら勉強しています。

今、火、ファイアを使っています。協力して踏み

消しの、受け取るための勉強をしています。

　ベスト、黒いベストを着ていますね。それはち

ょっと暗くなったら、子どもを泣かせないように

していますね。もちろんですけど。　　　　

　みんな　すごく運動していますね。いつも動物

とリサイクルしています。

　ス―パーで卵を買うばっかりでも卵はどこか

らきているかわからないから、それでも・・・。

虫を探している。ウォーム、庭、ガーデニングし

ています。自分の大きさとか計ったりします。自

然の木を大事に使っています。家を作っていま

す。じゃがいもを庭で育てています。数学の問題

で、家の高さを測っています。室中でも、野外で

も、自然のものを収集して、いろんな活動をして

います。

　これは、とっても大事なところです。土のある

ところで、遊ぶことはすごく大切にされます。日

本には、どこの学校にもありますよね。毎年５月

に家族がきて参加したり、応援したりします。協

力といえば両親の協力は欠かせません。

　青竹も使っています。伝統的なことなんですけ

ど（スウェーデンの）いちごの研究、公園、一

般のスウェーデンの公園、良く隠れています。エ

コのリサイクルコンポストです。秋になります

と、紅葉もいいし、ペインテイング、絵を描きま

す。野外でバーベキュー、日本人が特に得意なこ

とじゃないでしょうか。プリスクールの近くに湖

があります。おいしい（パイを食べ）、フィシング、

ここではクレイフィッシュです。虫とかかぶとを

探しています。しかも水をとっても使うので、い

いです。それを説明しています。もちろん冬であ

ってもあそこに行きます。小学生ですが、アルフ

ァベットのＡＢＣＤを勉強する方法です。

　これは町でなんですけど、ノルウェ―の町で、

毎年やっていて、子どもにも参加させています。

これは他にあるイベントに似ているらしくて、こ

れは、インシャイブの町の市長さんです。

　これは、物語、タイムトラベル、伝統的な過去
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の状態をまねしてみんなやってみます。

　王様もいるし、これは昔の教会になります。日

本で言うと、侍とか、江戸時代とかでしょうか。

　スウェーデンのことを聴いていただいてうれし

くおもいます。時間がありますので、ここにある

本も見て頂きたい。インスピレーションが浮かん

できたら、それらを教えてくれると、非常にあり

がたいのです。ご清聴、ありがとうございました。

（２０１０年３月１３日、開催）
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